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気づけば今年 もあと 10 日ほど。急に寒く な ってきました が、お元 気で年末年
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●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な  

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yukiko's Talk 

*****************************************************************  

『ぼくたちは 宇宙の なかで』  カチャ・ ベ ーレン /著  こだまと もこ /訳  評論

社  2024年 11月  対象年齢：小学 校高学 年以上  

 

＊今回のゲス トは武 庫川女子大学 の福本 由紀子さん（ Ｆ） で す。  

 

あらすじ： 10 歳のフランクは、弟 が生ま れるまで画家 であっ たママと、自 閉

スペクトラム 症の５ 歳年下の弟マ ックス、パパの４人暮 らし。マ マは、言葉

を 発 さ ず に 叫 び 声 を あ げ た り 、 メ ル ト ダ ウ ン と い っ て 全 身 怒 り の か た ま り

https://syncable.biz/associate/19800701
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://www.instagram.com/iiclo_official/
https://twitter.com/IICLO_News


の よ う に な っ て し ま っ た り す る マ ッ ク ス の 世 話 に 追 わ れ 、 フ ラ ン ク は 寂 し

い 思 い を し て い た 。 マ ッ ク ス は 特 別 な 学 校 へ 行 く こ と に な り 、 少 し ず つ 成

長していくが、ある日 、ママが発作で 倒れる という事件が 起きる。これらの

出来事がフラ ンクの 視点で書かれ ている 。  

 

Ｆ：家族や友 人との 絆が深く心に 残る作 品でした。  

Ｙ ： フ ラ ン ク が 弟 マ ッ ク ス の こ と を 級 友 に か ら か わ れ 、 自 分 の 友 だ ち は 言 い

返してくれた のに、自 分は何も言え なかっ たことを後悔 する様 子が描かれ 、

フランクの複 雑な思 いが伝わって きまし た。  

Ｆ：「結びつ ける」「 く っつける」という イメ ージが何度も でてき ました。ママ

や パ パ が 子 ど も た ち を 抱 き し め る だ け で な く 、 フ ラ ン ク と マ マ が 手 を つ な

い で モ ー ル ス 信 号 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 、 大 け が を し た フ ラ ン ク の

傷 が く っ つ く 、 学 校 の 授 業 で フ ァ ミ リ ー ツ リ ー を 作 る 、 フ ラ ン ク と フ ラ ン

クの友だちと マック スが手をつな ぐなど の場面があり ました 。  

Ｙ：もう一 つのキーワ ードが「宇 宙」です 。ママは、子 どもたちに 向かって何

度も二人が自 分にと って「星で 、大空で 、銀河で、果て しない宇 宙だ」と言

います。このマ マの言 葉は実は、伏線 になっ ており、後半で フラン クたちが

ママのことを「 宇宙」ととらえるよ うにな ることとつな がりま す。数字や暗

号 に こ だ わ る フ ラ ン ク が 世 界 を 宇 宙 と し て 理 解 し よ う と す る 様 子 を 納 得 し

ながら読みま した。  

Ｆ：そし て「ワイル ド」もキーワードで す。マックスは 、『か いじゅうたち の

いるところ 』（原題 Where the Wild Things Are）のように暴れ まわります

が、フランクは 、その ワイルドさの 中に、マ ックスの気持 ちを読 み取るよう

になります 。私は 、フ ランクとマッ クスの 周りの大人た ちがと ても温かく、

必要な支援を し続け ているところ も印象 深かったです 。  

Ｙ ： 私 は ２ 回 読 み ま し た 。 １ 回 目 は 後 半 の マ マ が 倒 れ た 事 件 か ら が 読 み 応 え

があり、もっと 長かっ たように感じ ていま したが、２回目 に読む と、後半は

３分の１強し かなく、驚きました。前 半がし っかり描かれ ている ことで、後

半の家族の絆 の深ま りが心に響く のだと 思いました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 112 回「雁の童子 」  

 砂漠のへり の泉で  

 

中国の西方地 域、「西 域」を舞台とす る童話 の一つです。流 沙とい いますから、

タ ク ラ マ カ ン 砂 漠 の こ と 。 砂 漠 の 南 の 楊 に か こ ま れ た 小 さ な 泉 の ほ と り で 、

巡礼のおじい さんが「 私」に語りま す。泉の 後ろの小さな 祠にま つられている

天の童子の話 です。  

 

沙車という国 の須利 耶圭は、写経 をする信 心の厚い人で した。須 利耶が、鉄砲

を も っ た 従 弟 の 殺 生 を た し な め て （ ど ん な も の で も い の ち は 悲 し い も の な の

だぞ）といい ますが、従弟は、大き な黒い雁 の列につぎつ ぎと弾 丸を撃ち込み

ます。６疋の 雁が人の かたちになっ て地上 に落ち、また 天にのぼ ります。罪が

あって雁のす がたに なっていた者 たちが 報いを果たし て、天に 帰ったのです 。 

 

傷 つ か な か っ た 小 さ な １ 疋 だ け が 子 ど も の す が た で 残 り 、 須 利 耶 が あ ず か っ

て、奥様と ともに育て ることになり ます。人 びとは、そ の子を「 雁 の童子」と

呼びました。  

 



お じ い さ ん は 、 春 の お わ り に は 野 原 一 面 の 楊 の 花 が 光 っ て 飛 ぶ 沙 車 の よ う す

を ま じ え て 話 し つ づ け ま す 。 も う 六 つ に な っ た 童 子 の エ ピ ソ ー ド が い く つ か

語られます。  

 

ある晩、ねつけな い童 子が（おっかさん ねむ られないよう）と いう ので、須利

耶が外へ連れ 出すと 、童子は、水の流れ る音を聞いて 、（お父 さん、水は夜で

も流れるので すか）と たずねます。須利 耶が（水は夜でも昼で も、平らな所で

でさえなかっ たら、いつ迄もいつ 迄も流 れるのだ。）と教 える と、童子が やっ

と 落 ち 着 い た と い う 話 。 食 卓 で 須 利 耶 の 奥 様 が 箸 で 魚 を 小 さ く 砕 く の を 見 て

いた童子が急 に外へ 走り出して、空に むか って大声で泣 き出し た話などです 。

童子がいのち の悲し みにふれた場 面です 。  

 

雁 の 童 子 は 誰 な の か 。 沙 車 の 町 は ず れ の 砂 の な か か ら 、 沙 車 大 寺 の あ と が 掘

り出されます 。一つの 壁がそのまま のかた ちで見つかり 、そこに は、三人の天

の 童 子 が 描 か れ て い ま し た 。 町 を 歩 い て い た 童 子 と 須 利 耶 が 壁 の 絵 を 見 た と

たんに、童子は倒 れか かり、須利耶が抱 きと めます。童子は、も う 浅くなった

息で自分が壁 に描か れたいきさつ を語り ます。（私は どこへも 行きたくあり ま

せん。）と いいなが ら 。  

 

通りがかりの 旅人が 旅人に語った 話です 。「私」は 、まっす ぐに 立って合掌し

て、「尊いお 物語をあ りがとうござ いまし た。」とお礼 をいいま す。――「まこ

とにお互い、ちょ っと 砂漠のへりの 泉で、お 眼にかかって、た だ一 時を、一緒

に過ごしただ けでは ございますが、こ れも かりそめの事 ではな いと存じます 。」

か り そ め で は な い 出 会 い で 語 ら れ た の は 、 天 か ら 降 り て き た 童 子 の い の ち の

悲しみでした 。「賢治 の“西域物”の中で 最も完成度の 高い傑 作」とは、天沢

退二郎の評価 です（ 新潮文庫版『新編  風の又三郎』解説、1989 年）。（ 馬車別

当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風 の又三郎』に よりま した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６６  

*****************************************************************  

 

おじさんは、くるしげ に叫んだ。「おさな 子 たちをわたし のとこ ろにこさ

せなさい。神 の国は かれらのもの である 」  

「 わ た し が ひ と っ 走 り 警 察 に 行 っ て き ま す ！  牧 師 さ ん 」 ミ セ ス ・ ブリ

ンドリーがど なった 。  

「黙りなさい 。うる さい人だ」お じさん がどなった。  

「 お 説 教 を き い て る ひ ま は な い ん で す っ た ら 」 ミ セ ス ・ ブ リ ン ド リ ーが

どなり返した 。  

「じゃ、どこ かに行 ってください 」おじ さんもまたど なった 。  

 

（『クリス マスの猫 』ロバート・ウェスト ール /作  ジョン・ロ レンス /絵  坂

崎麻子 /訳  徳間書 店  1994 年 10 月  p.107）  

 

1934 年のクリスマス 、両親が外国 に行っ てしまったの で、寄 宿舎から学校 に

通っている「 あたし 」こと、 11 歳のキャ ロラインは、 イギリ ス北東部にあ る

ノ ー ス ・ シ ー ル ズ と い う 町 の 教 区 牧 師 の サ イ モ ン お じ さ ん の 牧 師 館 で 過 ご す

ことになりま す。おじ さんは、牧師館で、訪 ねる人たちは 追い返 し、口うるさ

く、おじさん を仕切 っているミセ ス・ブ リンドリーと 暮らし ていました。  



 

牧師館の中は 寒く、ミ セス・ブリンドリーに も冷たくされ たため、キャロライ

ンは外にでて 、敷地内 を探険します 。そして 、塀を乗り越 えてきて いた同い年

ぐ ら い の 少 年 、 ボ ビ ー と 友 だ ち に な り ま す 。 キ ャ ロ ラ イ ン と ボ ビ ー は お な か

の大きい野良 猫を見 つけ、使われ ていない 馬屋で世話を します。すると、３匹

の 子 猫 が う ま れ ま す 。 ボ ビ ー は キ ャ ロ ラ イ ン に 、 結 核 で 苦 し ん で い て ど う し

ても見たいと いう女 の子を馬屋に 連れて きて子猫を見 せたい と言います。  

 

キ ャ ロ ラ イ ン は 、 ミ セ ス ・ ブ リ ン ド リ ー の 目 を 何 と か 馬 屋 か ら そ ら す こ と を

約束します。けれ ど、クリスマスの 朝、ミセ ス・ブ リンドリー は馬 屋に明りを

見つけ、「不法侵 入だ ！  ごろつき だ！  泥棒だ！」と言いま す。キャロ ライ

ン、おじさん、ミセ ス・ブリンドリー は 馬屋に行き 、「まさに キリスト降誕 の

図」とも言え る、子猫 たちを見てい る子ど もたちの姿を 目にし ます。そこで 、

こ れ ま で ミ セ ス ・ ブ リ ン ド リ ー の 言 う こ と を す べ て 肯 定 し て い た 牧 師 の お じ

さんが引用の ように ブリンドリー に反論 するのです。  

 

キ ャ ロ ラ イ ン と い う 少 女 が ク リ ス マ ス に ノ ー ス ・ シ ー ル ズ の 牧 師 館 に や っ て

き た こ と で 、 牧 師 館 に 大 き な 変 化 が あ り 、 町 で の 教 会 の 受 け 入 れ ら れ 方 が 変

化 し ま す 。 こ の 作 品 は 、 お ば あ さ ん に な っ た キ ャ ロ ラ イ ン が 孫 娘 に 語 る と い

う 枠 組 み に な っ て お り 、 キ ャ ロ ラ イ ン と ボ ビ ー の ク リ ス マ ス ・ ラ ブ ス ト ー リ

ーにもなって います 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

神戸海洋博物 館で 2025 年１月 13 日まで開催されている 特別展 「海を渡るテ

デ ィ ベ ア 展 ～ タ イ タ ニ ッ ク  ベ ア  オ セ ロ の 物 語 ～ 」 に 行 っ て き ま し た 。 タ イ

タ ニ ッ ク 号 沈 没 事 故 を 悼 ん で シ ュ タ イ フ 社 が 制 作 し た テ デ ィ ベ ア 「 オ セ ロ 」

など、世界 のテディ ベ ア 150 体以上が船舶模 型とともに展 示され ていました。  

 

「 テ デ ィ ベ ア の 歴 史  世 界 で 数 体 し か 存 在 し な い 貴 重 品 」 コ ー ナ ー で は 、 パ

ネ ル で 歴 史 が 説 明 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の テ デ ィ ベ ア が レ プ リ カ で 紹 介 さ れ

て い ま し た 。 と て も わ か り や す く 、 一 目 で テ デ ィ ベ ア の 歴 史 が わ か り ま す 。

「世界のテデ ィベア 大集合  世界 中で人 々の心を癒し 続ける」コーナーでは 、

色 や 大 き さ が い ろ い ろ な テ デ ィ ベ ア が 展 示 さ れ て い ま し た 。 パ ッ チ ワ ー ク の

布 の も の 、 着 物 を 着 て い る も の も あ り 、 高 額 で 落 札 さ れ た ブ ラ ン ド の ド レ ス

を 着 て い る の も あ っ て 、 世 界 中 で テ デ ィ ベ ア が 愛 さ れ て い る こ と が わ か り ま

す。国ごとに紹介 され ているテディ ベアの 顔つきや毛の 縮れ方 がいろいろで 、

国によって好 みのテ ディベアがあ るのか なと興味深く 感じま した。また 、「世

界 を 渡 っ た 船  ク ル ー ズ 船 と テ デ ィ ベ ア 」 コ ー ナ ー は 海 洋 博 物 館 な ら で は の

企 画 で 、 世 界 を 航 海 す る 日 本 の ク ル ー ズ 船 の 模 型 と 、 船 の マ ス コ ッ ト テ デ ィ

ベ ア が 展 示 さ れ て お り 、 長 い 船 旅 の 友 と し て も テ デ ィ ベ ア が 活 躍 し て い た こ

とがわかりま した。  

 

なんといって も、展 示の目玉は、 1912 年に起きたタイ タニッ ク号沈没事故 を

悼み、人々を 癒すた めに、 82 体だけ制作 されたドイツ のシュ タイフ社製テ デ

ィベア「オセ ロ」の１ 体が展示され ていた ことです。テ ディベア 史上世界最高

額で落札され て日本 にやってきた と解説 にありました。オ セロ は喪に服して 、

真 っ 黒 な 毛 並 み の モ ヘ ア の 体 で 、 赤 い フ ェ ル ト の 縁 ど り の 黒 い ボ タ ン の 目 を

し て い ま す 。 足 の 裏 の ベ ー ジ ュ の フ ェ ル ト が 優 し い 感 じ で 、 モ ヘ ア も 擦 り 切

れてなくてき れいで す。おもわず抱き かか えたくなる大 きさだ と思いました 。



もちろん、タ イタニ ック号の船舶 模型も ありました。  

 

オセロは、手 作りで、丁寧に縫製さ れてい る様子が伝わ りまし た。いつか私 も

テディベアを 手作り したいと型紙 を大事 に持っていま す 。（ Ｋ ）  

 

神戸海洋博物 館  https://kobe-maritime-museum.com/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者た ち  第１ ６回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その２  「散 文性の かく得」（ 上）  

 

ことしは、古田 足日・田畑精一の絵 本『おし いれのぼうけ ん』（ 童 心社 1974 年）

の刊行 50 周年にあた ります。私が古田 足日 先生（ 1927～ 2014 年）に出会った

のは、『お しいれの ぼ うけん』が刊 行され た、つぎの年 。私は 19 歳でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  ＪＢＢＹ 50 周年記念国際シンポ ジウム「 いま、子 どもの本は 世 界とどうか

かわるのか 」（アー カ イブ配信）  

第１部（ビデ オメッセ ージ上映）＝ 国際舞台 で活躍する子 どもの 本の作家・画

家 12 人  

第２部（シンポジウ ム ）＝ 岩瀬成子（作家 ）、長倉洋海（写真家 ）、さくまゆみ

こ（翻訳家 ）、司会 ・ 土居安子（ IICLO 理事・総括専門員 ）  

配信期間： 12 月 20 日（金）～ 2025 年３月 31 日（月）※有 料、 要申し込み  

主催：日本国 際児童 図書評議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ぼ く たちは宇宙のな

かで』をプレゼン トし ます。ご希望の方 は、プレゼント応 募フォ ームから、(1)

お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス 、 よろしければ  

(5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ  ご応募くださ い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は１月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

https://kobe-maritime-museum.com/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A


編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

地域の子ども のサッ カークラブを 見学し ました。４・ ５歳児 から参加して い

ましたが、高 学年の ボールの奪い 合いや 鋭いシュート はすご い迫力。スポ ー

ツを通して同 じ地域 の異年齢の子 どもた ちが交流する 楽しさ を感じました 。

当財団も子ど もの本 を通じ、ます ます幅 広い年齢の人 たちと つながってい き

たいと思いま す。今 年もご愛読あ りがと うございまし た。（ Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

